
市
長
独
言
№ 95
…
「
和
牛
の
最
高
峰
」
視
察

　
但
馬
家
畜
市
場(

兵
庫
県
養
父
市)

は
雪
の
中
で
し
た
。
子
牛
た
ち
は
体
重
２
５
０
キ
ロ
程
度
が

多
く
、
種
子
島
に
比
べ
て
か
な
り
小
柄
に
見
え
ま
し
た
が
、
せ
り
の
価
格
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

　
「
60
万
円
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
は
い
っ
、
60
万
円
」

　
せ
り
人
の
掛
け
声
で
ス
タ
ー
ト
し
、
電
光
掲
示
板
の
価
格
が
目
ま
ぐ
る
し
く
上
が
り
、
１
０
０
万

円
を
超
え
て
も
競
り
合
い
が
続
き
ま
す
。
見
学
中
に
見
た
最
高
額
は
１
４
０
万
円
を
超
え
、
種
子

島
に
比
べ
数
十
万
円
も
高
い
価
格
で
推
移
し
ま
し
た
。

　
低
迷
が
続
い
て
い
る
種
子
島
の
子
牛
価
格
の
向
上
を
念
頭
に
、
今
年
２
月
、「
和
牛
の
最
高
峰　

但
馬
牛
」
を
誇
る
兵
庫
県
養
父
市
の
但
馬
家
畜
市
場
や
購
買
者
（
肥
育
農
家
）
を
訪
ね
た
先
進
地

視
察
研
修
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。

　
わ
が
熊
毛
地
域
の
畜
産
業
の
う
ち
肉
用
牛
（
和
牛
）
生
産

の
現
状
は
、
肥
育
か
ら
離
れ
、
繁
殖
経
営
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ

て
い
ま
す
。
種
子
島
家
畜
市
場
で
競
り
落
と
さ
れ
た
子
牛
た

ち
は
、
海
を
渡
っ
て
本
土
の
肥
育
農
家
の
牧
場
に
い
き
、
様
々

な
ブ
ラ
ン
ド
牛
に
も
育
て
ら
れ
ま
す
。
島
外
か
ら
の
購
買
者

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
他
地
域
に
負
け
な
い
商
品
性
の
高

い
子
牛
生
産
や
購
買
者
の
誘
致
活
動
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　
今
回
の
視
察
は
、
出
荷
後
の
肥
育
状
況
や
、
食
肉
と
し
て

製
品
に
至
る
実
態
を
確
か
め
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
島
の

畜
産
の
あ
り
方
を
探
る
目
的
で
す
。
事
業
主
体
は
「
西
之
表

市
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
」
で
、
繁
殖
農
家
（
市
和
牛
振
興
会
会
員
ら
）
と
種
子
屋
久
農
業
協

同
組
合
畜
産
部
、
市
農
林
水
産
課
の
職
員
ら
総
勢
10
人
が
メ
ン
バ
ー
。
但
馬
家
畜
市
場
と
地
元
の

肥
育
農
家
「
太
田
畜
産
」
の
牧
場
ほ
か
、
食
肉
加
工
な
ど
の
関
連
会
社
「
太
田
家
」
が
大
消
費
地
・

神
戸
市
内
に
構
え
る
加
工
工
場
、
精
肉
店
、
焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
同
社
の
協
力
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
西
之
表
生
ま
れ
の
「
種
子
島

和
牛
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
ま
す
。
種
子
島
生
ま
れ
の
牛
た
ち
の
稼
ぐ
力
を
強
化
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

精肉加工を待つ冷凍庫＝神戸市

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 214 弾第 214 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【作り方】
① ぶりは食べやすい大きさに切り、塩少々を振ってしばらくおき、表面の水気を拭いて熱湯をかけておく。
② 鍋にだし汁と大根、にんじん、ねぎを入れて野菜がやわらかくなるまでアクを取りながら弱火でコト
コト煮る。
③ ②にぶりを加えてさっと火を通し、酒粕とみそを豆乳で溶いたものとおろししょうがを半量加えて味
を調えたら火を止める。
④ 器に盛り、残ったおろししょうがと葉ねぎを添える。

【材料（４人分）】
ぶり…4 切れ（320g）
大根（いちょう切り）
　　…300g
にんじん（半月切り）
　　…70g
ねぎ（斜め切り）
　　…50g
だし汁…400 ㏄

「ぶりと大根のしょうが入り豆乳粕汁」「ぶりと大根のしょうが入り豆乳粕汁」

〈豆乳酒粕〉
　　豆乳…400 ㎖
　　酒粕…80g
　　みそ…大さじ 2［

おろししょうが
　　　…1 片分
葉ねぎ…少々

⑬ 市政の窓2025.3 月号


